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 低騒音・低振動・低粉塵による環境に配慮した

次世代型のチッピングに代わる新しい目荒らし工

法「ブラストキー工法」がJASO推奨工法（認定

番号No.16）に認定されました。 

 従来の電動ピックを用いたコンクリート面の目

荒らしに替えて、コアドリルを用いてコンクリー

ト面に凹部を設けることで、耐震補強のコンク

リート部材との一体化を確保しています。 

 マンションにおいては住まいながらの耐震補強

が一般的であり、従来の目荒らしに比べて騒音や

振動、粉塵、工期が大きく抑えられ、居住者の工

事中の負荷を軽減することができます。 

 

 接合面のせん断耐力をブラストキーが負担する

ので、あと施工アンカーを最大2割も減らすこと

ができます。 

 ブラストキー工法の設計・施工指針に示される

接合面の設計施工法の適用範囲、設計法、施工

法、施工品質管理等の方法に関する妥当性につい

て、建 築 研 究 振 興 協 会 の 技 術（性 能）評 価 書

（BRP-R1803014-OST）を取得していること

などがJASO推奨工法に認定された理由です。 

  

      （技術情報委員会／宮城秋治） 

（ブラストキー研究会 TEL 0120-109-686）  




